
3 広報ちづ　No. 827

「智頭の山と暮らしの未来ビジョン」 ①

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
智
頭
の
山
と
暮
ら
し
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
①

●智頭郡の村々

　各種紙類・ウルカ（鮎）・漆・木
もくろう

蝋・真綿・

柿・茶・独
ウド

活・蕨
ワラビ

・栗茸・猪・猿・熊

●本谷の村々

　つづら藤・茶・鳥獣等

　江戸時代に書かれた書物『因幡民談記』には、

各地域の産物として、次のものが載っています。

　このように、本町では、昔から山村の豊かな恵み

を存分に活かし、「人と自然が調和した生業」を作り

出してきました。現在でも、各集落が山から水を引

いて管理し、営農活動、獣害対策や環境整備などに

取り組みながら暮らしが営まれ、「自治力」が育まれ

ています。また本町ならではの取り組みとして ･･･

などが推進されています。

　町民の皆さん一人ひとりが、日々智頭の山に寄り

添いながら生きがいを感じて暮らしていくことが、

今後の地域の持続性につながっていきます。

　また、『因幡誌』では、

生 育 し た 杉 林 の 下 で、

黄
おうれん

連（薬草）の栽培が盛

んに行われていた記録が

残っています。

第 1回
　「山村の暮らし」
　～山に寄り添う暮らしの創出～

次回は自然環境 (柱 2) について紹介します

「
智
頭
の
山
と
暮
ら
し
の

　

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は
？

　

昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
智
頭

の
山
と
暮
ら
し
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
山
＝
林

業
・
木
材
産
業
」
と
い
う
特
定
の
分

野
で
は
な
く
、「
山
＝
住
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
大
切
な
社
会
基
盤
」
と
し

て
の
役
割
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
本
町
に
暮
ら
す
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
山
村
の
暮
ら
し
」

「
自
然
環
境
」「
山
林
の
管
理
」「
林

業
経
営
」
の
４
つ
の
柱
と
こ
れ
ら
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
し
て
い
く
た
め

に
18
の
基
本
方
針
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
全
４
回
に
分
け
て
、

こ
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
に
つ

い
て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
私
た
ち
」
や
「
次
の
世
代
」
が

住
み
や
す
い
町
に
し
て
い
く
た
め
の

大
切
な
ビ
ジ
ョ
ン
。こ
の
機
会
に「
ビ

ジ
ョ
ン
と
自
分
と
の
関
わ
り
・
役
割
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問合せ先　　役場山村再生課　　☎７５－３１１７

▲黄連

▲

森
林
セ
ラ
ピ
ー

　
　
ガ
イ
ド
の
研
修
会

森林セラピー®
民　　泊

森のようちえん

山村の暮らし 自然環境 山村の管理・
マネジメント 林業経営

山に寄り添う
　　　暮らしの創出

生物多様性の安全
ソフトインフラの整
備 ( 山林情報等 )

人材育成

町民の
木づかいの促進

自然災害に対する
リスクマネジメント

ハードインフラの整
備 ( 林道・森林作業
道等 )

低コストかつ持続可
能な林業経営の推進

地域の担い手創出
生物リスクに対する
リスクマネジメント

所有者の責任
智頭林業の

ブランド力向上

再生可能なエネル
ギー及び資源の自給

美しい景観の保持 利用者の責任 地産他消の推進

流域への配慮 適地適木

「智頭の山と暮らしの未来ビジョン」４つの柱と 18の基本方針

「暮らし」「自然環境」「山林の管理」「林業経営」
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